








































































報告 書  

 

 日 本 国 内 で の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 状 況 を 鑑 み ， 貴 学 会

の 2 0 1 9 年 度 国 際 会 議 等 参 加 旅 費 補 助 の 助 成 対 象 で あ っ た S o c i e t y  

f o r  P e r s o n a l i t y  a n d  S o c i a l  P s y c h o l o g y 年 次 大 会（ 開 催 期 間 ： 2 0 2 0 年

2 月 2 7 日 ～ 2 月 2 9  日 ，開 催 地 ： ア メ リ カ ・ ニ ュ ー オ ー リ ン ズ ）へ

の 参 加 を 見 合 わ せ る こ と を 2 月 2 4 日 に 決 断 致 し ま し た 。 主 な 理 由

は ， ( 1 )  国 際 線 で の 長 時 間 に 及 ぶ 密 閉 空 間 で の 移 動 で 私 が 感 染 者 に

な る 可 能 性 ， ( 2 )  愛 知 県 内 で 多 数 の 感 染 者 が 出 て い る こ と か ら ， 私

が 既 に 感 染 し て い て 現 地 の 方 々 を 感 染 さ せ て し ま う 可 能 性 ， ( 3 )  ア

メ リ カ の 警 戒 レ ベ ル が 上 が り 速 や か に 帰 国 で き な い 可 能 性 を 考 慮 し

た た め で す 。  

 購 入 し て い た 航 空 券 代 の 総 額 は 1 1 2 , 6 7 0 円 で し た が ， キ ャ ン セ ル

に 伴 い ，税 ⾦・燃 油 特 別 付 加 運 賃 な ど に あ た る 3 4 , 6 7 0 円 は 返 ⾦ さ れ

ま し た 。 し か し ， 運 賃 に あ た る 7 8 , 0 0 0 円 は 返 ⾦ さ れ ま せ ん で し た 。

な お ， 添 付 し た 資 料 で は ， 私 と 同 伴 者 の 2 名 分 の ⾦ 額 が 記 載 さ れ て

い ま す 。  

 

 

名 古 屋 大 学 大 学 院 教 育 発 達 科 学 研 究 科  

博 士 課 程 前 期 課 程 1 年  

上 田 皐 介  















 

国際会議等参加旅費補助金報告書 
  年   月   日 

（西暦で記入のこと） 
日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 甲南大学大学院人文科学研究科・学生 
 
氏  名 今井田貴裕 ㊞ 

 
 
               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 
 

会 議 名 称 
※正式名称および 

日本語訳 

The First Asian Hypnosis Congress 
第 1 回アジア催眠学会 

公式ホームページ URL www.iran2019.com 

開 催 期 間 2019 年 10 月 15 日 ～ 2019 年 10 月 18 日 

旅 行 期 間 2019 年 10 月 9 日  ～ 2019 年 10 月 21 日（学会主催企画参加） 

開 催 場 所 
(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 
日本語表記 

No402, Razi Street, Razi Medical Building, Mashhad, Iran. 
イラン，マシュハド，ラジメディカルビル，ラジストリート 402 

発 表 者 氏 名 
※全員の名前と所属 

日本語表記 

今井田貴裕（甲南大学大学院人文科学研究科）・大浦真一（甲南大学）・ 
中谷知美（甲南大学大学院人文科学研究科）・福井義一（甲南大学） 

発 表 題 目 
※正式名と日本語訳 

Relationship between conscious and nonconscious attitudes towards 
hypnosis and impressions for hypnosis: Study using a paper-pencil version 

of Single-Target Implicit Association Test 
催眠に対する意識的・非意識的態度と催眠に対するイメージとの関連 

―紙筆版シングル・ターゲット潜在連合テストを用いた検討― 

補 助 金 額 68000 円（内訳 航空運賃 168,290 円の一部として） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピー，および旅費等の領収書原本を

添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 



 

 

国際会議等参加報告書 
 

この度は，第 1 回アジア催眠学会の参加にあたり貴学会の国際会議等参加補助金の支援をいただい

たことについて心より感謝申し上げます。以下に，大会概要と参加の成果についてご報告いたしま

す。 
 
【大会概要】 
 本大会は，アジア地域で初めて開かれた国際催眠学会の大会でした。アジアを中心に世界から催

眠の臨床家や研究者が参加していましたが，日本からの参加者は報告者の所属する研究グループの 4
名のみでした。本大会は，イランのマシュハドにおいて 10 月 15 日から 18 日まで開催されました。

研究発表は全て 1000 人規模の大ホールで行われました。 
 
【参加による成果】 

1. 発表について 
申請者は，口頭発表のセッションで以下の内容を発表してきました。 
発表タイトルは，Relationship between conscious and nonconscious attitudes towards 

hypnosis and impressions for hypnosis: Study using a paper-pencil version of Single-Target 
Implicit Association Test（催眠に対する意識的・非意識的態度と催眠に対するイメージとの関連

―紙筆版シングル・ターゲット潜在連合テストを用いた検討―）であった。本研究は，大学生を

対象に催眠に対する意識的態度を測定する催眠態度尺度（清水, 2009）と催眠に対する非意識的態

度を測定するための紙筆版シングル・ターゲット潜在連合テスト（大浦他, 2018），自由記述によ

る催眠に対する印象について回答を求めた。催眠に対する意識的/非意識的態度と催眠に対する印

象の相関分析の結果，催眠に対する意識的態度が肯定的であるほど，催眠に対する否定的な印象

が減少したことや，催眠に対する非意識的な態度は催眠に対する印象と相関していなかったこと

が分かった。 
プログラムの都合上，本発表に対するディスカッションの時間を十分に得ることができません

でした。しかし，大会後に本発表で使用された催眠シングル・ターゲット潜在連合テストについ

て多くの参加者が興味を持っていることを伺うことができました。 
 

2. 大会のプログラムについて 
本大会では，世界で行われている催眠研究や臨床適用について発表されていました。申請者は

世界のこれらを聞いて，我が国の催眠研究が極めて下火な状況が続いていることを痛感しました。

その中で申請者は催眠に対する理解を深め，刺激を受ける良い機会となりました。 
また，学会期間中に臨床催眠の技法研修会が幾つか企画されていました。申請者も一部の技法

研修会に参加することができました。しかし，申請者の英語力が不十分であるため，内容につい

て理解が及ばない部分もありました。それでも，日本では知られていない臨床催眠の技法を知る

ことができました。 
 
【謝辞】 
 本学会の参加により，世界の催眠研究を知り，我が国の催眠研究の状況を理解することができま

した。今回の経験を生かして自身の研究と臨床を行っていきたく思います。 
この度は，貴学会からご支援をいただいたことについて改めてお礼申し上げます。 

 

 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 
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国際会議等参加旅費補助金報告書 
 2020 年   月   日 

（西暦で記入のこと） 
日本心理学会理事長 殿 

所属機関・職名 甲南大学大学院人文科学研究科・学生 
 
氏  名     中谷 智美         ㊞ 
 

 
               

下記のとおり国際会議参加旅費補助金の使用報告をいたします。 
 

会 議 名 称 
※正式名称および 

日本語訳 

The 1st Asian Hypnosis Congress 
第 1 回アジア催眠学会 

公式ホームページ URL http://cong-asianhypnosis2019.mums.ac.ir/en/ 

開 催 期 間 2019 年 10 月 15 日 ～ 2019 年 10 月 18 日 

旅 行 期 間 2019 年 10 月 9 日 ～ 2019 年 10 月 21 日（学会主催企画参加） 

開 催 場 所 
(国･都市･会場) 

※現地名綴りおよび 
日本語表記 

No402, Razi Street, Razi Medical Building, Mashhad, Iran. 
イラン，マシュハド，ラジメディカルビル，ラジストリート 402 

発 表 者 氏 名 
※全員の名前と所属 

日本語表記 

中谷智美（甲南大学大学院人文科学研究科）・大浦真一（東海学院大学）・ 
今井田貴裕（甲南大学大学院人文科学研究科）・福井義一（甲南大学） 

発 表 題 目 
※正式名と日本語訳 

The relation between Childhood Abuse, Altered States of Consciousness 
and Hypnotizability. 

子ども時代の被虐待体験と変性意識状態、催眠感受性の関連 

補 助 金 額 6 万 8 千円（内訳 航空運賃 168,290 円 ） 

１ 会議プログラムの発表者氏名・題目が記載されたページのコピー，および旅費等の領収書原本を

添付して下さい。 

２ 申請書に記した事項とこの報告書で事項に相違のある場合（旅行期間や発表題目の変更など）は、

その旨を該当事項欄に明記して下さい。 

 



 

 

国際会議等参加報告書 
 

 この度は，“The 1st Asian Hypnosis Congress（第 1 回アジア催眠学会）”への参加にあたり，国

際会議等参加旅費補助金への申請を採択していただき，誠にありがとうございました。 
 以下に，当該学会の概要，自身の発表の成果，および活動内容についてご報告いたします。 
 
【大会の概要】 
 本大会は，アジア催眠学会の記念すべき第 1 回大会であり，世界中から催眠の専門家が集った。

参加者は，現地からは約 1000 人，現地外からは約 500 人であった。日本からの参加者は申請者の所

属する研究チームの 4 人のみであった。本大会は，イランのマシュハドにおいて 10 月 15 日から 18
日までの間開催された。発表は全て 1000 人規模の大ホールで行われ，それぞれの発表時間には質疑

応答の時間が含まれていた。 
 
【発表概要】 
 申請者は，現地時間で 10 月 17 日 12 時 45 分～13 時に口頭発表を行った。発表題目は，“The relation 
between Childhood Abuse, Altered States of Consciousness and Hypnotizability.”（子ども時代の被虐待体験

と変性意識状態、催眠感受性の関連）であった。本発表の内容を以下に示した。 
 子ども時代の虐待経験と催眠感受性は，関連が強いという報告と関連がないという報告が存在す

る。また，催眠状態は変性意識状態（Altered States of Consciousness: ASC）の一種であるとされ

ている。高い催眠感受性を持っている人は深い催眠状態に入ることができることから，高い催眠感

受性を持っている人は深い変性意識状態に入ることができると考えられる。虐待経験と催眠感受性

との関連が一貫していないのは，ASC に入りやすい群とそうでない群があることが関係していると

考えられる。ASC に入りやすい群は，虐待経験が催眠感受性に及ぼす影響が強くなり，ASC に入り

にくい群では影響がないと考えられる。したがって，虐待経験が催眠感受性に及ぼす影響における

ASC の調整効果を検討した。しかし，虐待経験と ASC への入りやすさは，催眠感受性と関連はなか

ったことが示唆された。 
 英語での口頭発表，大人数の参加者の前での研究発表をすることが初めてで，非常に緊張したこ

とを覚えている。持ち時間内には発表を終えることができたが，その場で質問が出なかったため，

参加者と議論をすることはできなかった。 
 
【成果】 
口頭発表を通して 
 今回，アジア催眠学会にて口頭発表をすることで，日本における研究結果を他国に向けて報告す

ることができた。日本では催眠研究があまりされておらず，日本における知見を世界に対し発信す

る機会が少ないため，わずかではあるが，日本における知見を発信できたことは一つの成果である。 
シンポジウム等への参加を通して 
 10 月 15 日から 18 日までの全日程で本大会に参加し，世界で利用されている催眠の技術や催眠の

利用のされ方など，実験室で行われているような研究だけでなく，臨床適用技術まで，知見を広げ

ることができた。 
 
 
【謝辞】 
 本大会に参加することで，自身の研究成果を発信することができました。さらに，日本の先を行

く海外の催眠研究を知ることができました。今後，有用な催眠を日本でも広めていくために，今後

も精進していきます。このような貴重な体験をする機会を与えてくださったこと，深謝いたします。 
 

１ この報告書は帰国後２ヶ月以内に提出して下さい。 
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